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資料７－１－③－９続き 

 

 

 

（出典：平成25年度シラバス，p.E-23,p.E-34,p.B-7,p.B-29） 
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資料７－１－③－10 

国際交流支援室規程（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料７－１－③－11 

 

 

 

（出典：国際交流支援室資料） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 418 - 

 

資料７－１－③－12 

国際交流 派遣実績 

 

（出典：国際交流支援室資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生からのニーズは，教育改善アンケート結果，授業アンケートの自由記述欄，将来構想・戦略会

議委員と学生の意見交換会，本校ウェブページの意見箱で確認できる。 

 授業の中でTOEIC対策への支援を十分に行っている。その他の資格試験についても，授業の中で対

策を行っている。国際交流支援室が中心となり学生の国際交流を奨励している。  

以上のことから，学生のニーズを適切に把握し，それを支援する体制が整備され，機能している。 

 

 

観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。ま

た，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 留学生への支援については，国際交流支援室が中心になり，留学生への学習・生活支援を行ってい

る（資料７－１－③－10参照，資料７ー１－④－１）。３年次編入当初の留学生対象の授業開講（資

料７－１－④－２），留学生各人へのチューター配置（資料７－１－④－３），また，休日を利用し

た特別補講（資料７－１－④－４）等，留学生のニーズに合わせた支援も行っている。 

 ４年次編入学生には，編入学試験合格から入学までに勉強しておくべきことを，書面にて指導して

いる（資料７－１－④－５）。入学後は，必要に応じて特別指導を行っている（資料７－１－④－

６）。 

 障がいがあり、学習に支障がある学生に対しては，学生支援センターが支援している（資料７－１

－④－７）。相談室員が各学科のクラス担任，学年主任，学科長と恒常的に連絡を取り合い，対応し

ている（資料７－１－④－８～９）。 
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資料７－１－④－１ 

外国人留学生支援業務の役割分担 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－２ 

日本語、日本事情のシラバス（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成25年度シラバス，pp.G-37～G-39） 
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資料７－１－④－３ 

チューターの配置 

 

※一番上に記された留学生は５年生なので，チューターは配置しない。 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－４ 

外国人留学生特別補講（例） 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－５ 

編入学前の指導例 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－６ 

編入学後の指導例 

 

指導例１ 

 

 

指導例２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－７ 

 

学生支援センター規程（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料７－１－④－８ 

 

学生支援センター組織図 
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資料７－１－④－８続き 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 429 - 

 

資料７－１－④－９ 

学生支援センター対応事例 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 国際交流支援室が中心となって留学生への学習支援を行っている。また，留学生のための授業を開

講し，チューターを配置して，日常生活や学習等に対するサポート体制をとっている。編入学生に対

しては，入学前，入学後に学習支援を行っている。障がいのある学生に対しては学生支援センターが

支援を行っている。 

以上により，特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されている。 

 

 

観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整

備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 部活動の支援は，学生主事を中心に共通の目標，取り決めのもとで行っている（資料７－１－⑤－

１～２）。顧問会議開催，複数顧問の配置，学外コーチの配置，非常勤教員招聘制度等の体制を整備

している（資料７－１－⑤－３～６）。 

大会運営に関わる支援も行われている（資料７－１－⑤－７）。また，公式戦への参加については

公欠として扱い（資料７－１－⑤－８），参加にかかる費用は，後援会費からも一部支援している。

さらに，大会等において優秀な成績を残した学生に対する表彰も行っている（資料７－１－⑤－９）。 

 課外活動の活動場所としては、構内に十分な広さと設備がある（資料７－１－⑤－10～11）。部活

動指導における安全管理のために，外部講師を招いて，教職員と運動部員を対象とする講習会も行っ

ている（資料７－１－⑤－12～13）。 

 学生会本部用に課外活動室（学生控え室）を確保している（資料７－１－⑤－14）。学生会担当の

学生主事補は，定期的に学生会役員との打合会を開催し，学生会への指導，助言を行っている（資料

７－１－⑤－15）。 
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資料７－１－⑤－１ 

クラブ組織図 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－２ 

クラブ活動を行う上での注意 

 

 

 

（出典：平成25年度 学生便覧，pp.108～109） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 433 - 

 

資料７－１－⑤－３ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－４ 

平成２５年度 学生会顧問一覧 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－５ 

平成２５年度 学外コーチ名簿 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 436 - 

 

資料７－１－⑤－６ 

  非常勤教職員就業規則（抜粋） 

 課外活動指導員について 

 

 

平成２５年度 課外活動指導員一覧 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料７－１－⑤－７ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－８ 

大会参加に関わる公欠アナウンス例 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－９ 

学生の表彰に関する内規 
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資料７－１－⑤－９続き 

学生の表彰事例 

 

  

 

（出典：学生課資料） 

 

 




